



‘Multiracialism’ and Nation Consciousness of the Singaporeans: 











Singapore is well-known as a ‘multi-racial’ society, but then, how they form their identity as ‘Singaporean’? Consid-
ering this problem, multiracialism becomes an important concept in making ‘Singaporeans’. However, its purpose is to 
make ‘racial’ differences obvious and emphasized. Therefore, how do people create such consciousness in these kind of 
society? The aim of this paper is to study this problem by using free talking interview and observation data carried out by 
the author. We can say that the government of Singapore reinforces the ‘races’ in order to make differences among ‘rac-
es’ highly visible by emphasizing the differences among the ‘races’. In this kind of a society differences among ‘races’ 
are visible even though people from different ‘races’ interact with each other daily. Moreover, a sense of community or 
even of being a ‘Singaporean’ begins to grow and maintains; at the same time, differences among ‘races’ are maintained.
 
０．はじめに
「8 月 21 日にカレーを作ろう」という運動を呼びかけるコミュニティが 2011 年 facebook に
登場した。この運動はインド系シンガポール人家族と中国人家族との間の近隣トラブルを発端と
している。シンガポールの英字紙ストレーツタイムズ（the Straits Times，以下 ST と略す）によ
ると移住してきたばかりの中国人家族が隣に住むインド系家族の作るカレーの匂いに我慢が出来
ず，政府組織である住民調停センタ （ーCommunity Mediation Centre，以下 CMC と略す）に仲
裁を申し出た。CMC のスタッフは双方の言い分を聞き，インド系家族にはカレーをつくること
を中国人家族の不在時にするように，また中国移民にはカレーの匂いになれるよう言い，当事者




るよう言うべきだ」と批判が多く寄せられ，その結果「8 月 21 日にカレーを作ろう」という運






























東京 23 区と同程度の面積を持つシンガポールは現在，総人口 1 531 万人（シンガポール市民
328 万人，永住権所持者 53 万人，1 年以上の滞在者 150 万人）2 の人々が暮らしている。その民

















1942 年 2 月から 1945 年 8 月の 3 年半におよぶ日本軍政下後，現地の人はシンガポールとしての




















される英語 1.8％，華語 0.1％，マレー語 11.5％，タミル語が 5.2％であった。しかし，現在家庭























る。1993 年国家遺産局（National Heritage Board　以下 NHB と略す）が設立された。これはシン
ガポールが独立以来「文化の砂漠（Cultural Desert）」と呼ばれてきたが，その汚名を払拭するた
めの一つの政策である8 。NHB が開設以来，力を入れて推し進めてきたものの一つが各民族のエ





















































































筆者が参与観察したのは 15 階からなる公共団地内の 5 階である。この団地は建物の構造上，2
階から 5 階までは 1 周することができるが，6 階から 10 階はコの字型に設計されており，1 周す

























































調査地 互いの民族的背景（父親を基準） 隣人関係歴（年） 子供の有無
シンガポール北部 華人系Bさん　　インド系Cさん 4年 あり（同年代）
シンガポール中部 マレー系Dさん　　華人系Eさん 2年 あり（同年代）
シンガポール東部 華人系Fさん　　インド系Gさん 2年 Fさんはあり
みな，現在 40 代後半～ 50 代前半である。B さんはかつて D さんと E さんと同じ団地に住ん
でいたが，息子の小学校担任の教師としての質に疑問を抱き，シンガポール北部の学校へ転校す
るために 4 年前に引っ越しをした。B さんと E さんは現在でも 1，2 か月に 1 回は家族全員で会
う仲だというが，B さんと D さんの関係は B さんの引っ越しを機に疎遠になっている。
以下では，筆者がおこなったインタビュー調査から，最も隣人関係歴の長い華人系の 50 代女
性 B さんと 22，インド系の 40 代女性 C さん 23 の語りから二人の近隣関係を捉えていく 24。本稿
で取り上げるインタビュー・データは華人系 B さんとインド系 C さんのみである。限定的では
あるが，B さんと C さんの語りから異なる民族による隣人関係のあり方を聞き取り，そうする

















かし，このような関係においても B さんはヒンドゥー教を信仰する C さん家族のことを配慮し
て食事の場所を選択している。では，B さんは以上のように語る近隣関係について，B さんの隣






B さんと C さんの家族は，同い年の子どもを通じて近隣関係が深まっており，さらに B さんと
C さんの家の間では，それぞれの民族における食文化の違いがあるのにもかかわらず，それぞれ
の工夫を施した上での食事のお裾分けが行われている。B さんは，インド系の C さんのために
豚肉ではなくエビを使って餃子を作り，また C さんも，自分自身がインド系なので豚肉や牛肉




C さんが現在の団地に住むようになったのは今から 12 年ほど前になるという。その前はマレー




















































B さんと C さんは民族間の差異の尊重を「シンガポール人」の特別な点であり「シンガポー
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